


 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は じ め に 

 

 三重県教育委員会では、三重県教育ビジョンに基づき、子どもたち一人ひとりが主体的に

学習に取り組み、社会人や職業人として自立するために必要な能力や態度、知識を身に付け

られるよう様々な取組を進めています。 

そのような中、平成２４年度から、学校･家庭･地域がそれぞれの役割を認識し、一体とな

って子どもたちの学力を育んでいく、「みえの学力向上県民運動」を展開しています。この

県民運動では、三重の子どもたちに育みたい力を、「自らの夢の実現をめざし、失敗を恐れ

ずに主体的に学び、自信と意欲、高い志を持って輝く未来を切り拓いていく力」と「他者と

のかかわりの中で、共に支え合い、新しい社会を創造していく力」としています。これらの

力は、まさに、キャリア教育をとおして育まれるものであることから、県内の全ての学校に

おいて、教育活動全体でキャリア教育を進めていく必要があります。 

そのためには、キャリア教育を学校全体で組織的かつ系統的に進めていくことが必要であ

り、また、学校や地域、子どもたちの実態に応じた全体計画と、子どもたちに身に付けたい

能力や態度の到達目標を明確にした年間指導計画を策定することが必要です。 

そこで、県教育委員会では、県立高等学校 7 校のキャリア教育担当者等の協力を得て、

各高等学校における全体計画と年間指導計画の円滑な策定を進めることを目的として、各校

のキャリア教育プログラムのベースとなるモデルプログラムを作成しました。 

本モデルプログラムは、各校におけるキャリア教育で中心に据えている活動を相互に結び

付けるとともに、教科や分掌、諸活動でのキャリア教育の視点や取組等の例を１枚のシート

にまとめて示しており、各校における、教育活動全体をとおしたキャリア教育の実践の参考

にしていただけるものと考えています。本モデルプログラムが、各高等学校において広く活

用されることで、各校におけるキャリア教育が、より一層充実することを期待しています。 

 最後になりますが、本プログラムの作成にあたって、ご多忙の中を、細部にわたりご検討

いただきました皆様に、心よりお礼を申し上げるとともに、キャリア教育の充実が、本県の

子どもたちの輝く未来につながることを願っています。 
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